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特定健診が始まりました！！

INTRODUCING OUR NEW DOCTORS

新任医師のご紹介

はつらつ・長寿

整形外科 整形外科一般、リウマチ医 運動器リハビリ医
もり かわ    たか し                          

森川 高志 先生

麻酔科 日本麻酔科学会指導医 医学博士
もり かわ    たか のり

森川 高宗 先生

Q 専門分野を教えてください。
A 整形外科一般です。外傷、慢性疼痛（長引く膝や腰などの
痛み）、骨粗鬆症などお困りのことがありましたらご相談ください。

Q 森田病院の前はどちらでお勤めでしたか？
A 金沢医科大学病院 整形外科に所属しており、2021年から 

2025年3月まで、町立宝達志水病院で勤務しておりました。
Q 趣味を教えてください。
A 趣味は映画・スポーツ鑑賞、飼い猫のお世話です。

5月に息子が産まれたのでこれから育児にも力を入れたいです。
Q これからの抱負や、地域の方へのメッセージをお願いします。
A 患者様とご家族に寄り添える医療を心がけたいです。また他の整形外科の
先生や他科の先生方と連携しながらより良い診療ができるよう頑張っていきます。

Q 森田病院の前はどちらでお勤めでしたか？
A 金沢医科大学病院麻酔科に所属していました。
 主に金沢市や能登地方で麻酔業務を行っていました。

Q 趣味を教えてください。
A 筋力トレーニングとウォーキングです。週に3回はジムで汗をかいています。
Q これからの抱負や、地域の方へのメッセージをお願いします。
A 今後、高齢者が手術を行う機会はさらに増加すると考えられます。患者様が
安心して手術を受けていただけるように患者様ファーストの医療を心掛けていきます。

つ ・

T
a
k
a
s
h

i 
M

o
rik

a
w

a

T
a
k
a
n

o
ri 

M
o
rik

a
w

a

期間：6/20（金）～10/15（水）

診

胃がん・大腸がん

小松市 胃がん検診～11/10まで（胃カメラ、要予約）
大腸がん検診～10/31まで（検便のみ）も始まっています。
お気軽にお問い合わせください。

診察の合間でも、健診のみでもお気軽にお越しください。予約不要です。

ぜひ当院で
ご自身の
健康チェックを♪健
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教えてドクター！

医療法人社団 さくら会 森田病院 小松市園町ホ99-1
TEL 0761-21-1555 FAX 0761-22-8734

介護保険施設 さくら園 小松市園町ホ35  
TEL 0761-21-7261 FAX 0761-21-7261

痔にはどんな種類がありますか？ どのような治療が行われますか？

痔の原因はなんですか？

外科 中村先生に聞きました！

 痔について

発行元：森田病院 広報委員会
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過去のさくら通信も
ご覧ください！

バックナンバー

第16回 ふれあい講座

痔は大きく分けて、痔核（いぼ痔）、
裂肛（きれ痔）、痔ろう（あな痔）
の3種類があります。

症状の程度や痔の種類によって異なります。
軽症であれば、生活習慣の改善や、市販薬の
使用でも症状が改善することがありますが、

痔の種類によって原因は異なりますが、
便秘、下痢、冷え、ストレス、長時間
の立ち仕事や座り仕事、妊娠や出産、
生理などが、痔の原因にあげられます。

6/5 森田昭彦先生による
「頭痛」の講座を開催いたしました！

次回は9月に麻酔科 森川高宗先生
による「麻酔」に関する講座を予定して
おります。皆さま、お誘い合わせの上、
お越し下さい。

中村寿彦先生

たくさんの『ありがとう！』 をもらって誇れる仕事です！

放っておくと危険ですか？

どのような症状がありますか？

痔の種類によって症状も様々なものが
あります。多く見られるものが、排便時の
出血、痛み、不快感や残便感などです。
ひどいものになると化膿や炎症、高熱
などの症状が出ることもあります。

痔を放置すると、症状の悪化や、肛門が
狭くなり便秘の悪化、感染症のリスクが
高まったりと、様々な問題が発生します。

痔について、更に詳しく
知りたい方はホームページを
ご覧ください！

助 募 集

看護チームの一員として看護の補助業務（専門的
判断は必要ありません）を行っていただく職種です。

患者様やご家族と接する機会も多く、無資格・
未経験でも 医療現場で働くことができ、
人の役に立てるやりがいのある お仕事です。 詳しくは受付まで

お声掛けください

中

症状のよく似た病気に、直腸脱、大腸がん等が
あるので、長引く際には自分で判断せず、専門医に
相談しましょう。自分に合った治療法を専門医と相
談し、選択することが大切です。

予防や再発を防ぐためにはどうしたら
いいですか？

①毎日入浴しましょう
②野菜、海草等繊維の多い食事にしましょう。 
③香辛料は控えめにしましょう。
④飲酒をつつしみましょう。
⑤トイレはなるべく短時間にすませましょう。
⑥適度な運動をしましょう。
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